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   ２ ロシア・リーフラント産品流通の背景―蜜蠟の場合―
３ リューベックにおけるロシア・リーフラント産品の流通
(1) ポンド税台帳の記録 (2) リューベック商人の申告証書の記録
小括―第３章のまとめと第２部への展望―
注

























































































































































































なお、以上の本論・補論は、第 1 章が『社会経済史学』（査読付）63-4、第 2 章、第 5
章補論、第 9 章が『北欧史研究』（査読付）20、10、15、第 8 章補論が『市場史研究』（査
読付）19、第 5 章、第 6 章が『早稲田経済学研究』（査読制導入前）35、41、第 4 章、第
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7 章、第 8 章が『長崎県立大学論集』38-4、39-4、32-4、第 3 章が早稲田大学現代政治経
済研究所研究叢書 19『ロシアとヨーロッパ』、第 6 章補論が同 29『地域間の歴史世界』に
掲載された論文に加筆修正して書かれていることを付記しておく。
Ⅱ 評価






15 世紀後半に衰退開始期を迎えるとして、ハンザ史における 15 世紀の位置づけを示すと
ともに、その理由がオランダの進出とそれに伴うハンザ内部の利害対立および世界経済の
形成にあったとする著者の見解には相当の独自性をみることができる。
当時の大きな歴史的展開を商品流通の実態のデータを通して解明した本研究は、なかで
もリューベック・ハンブルク間内陸交易路とそれを利用した商品取引の実態の解明などに
みられるように、ドイツの学界においても詳しい研究がみられず、その点でいままでにな
い新しさがあるといえる。加えて、ハンザ商業史の観点からいえば、従来の研究は、商業
史といっても特定の都市の商業、あるいは特定の都市間の貿易を対象としているか、ドラ
ンジェの大著に依拠するものが多く、本論文のように長期にわたるハンザ商業全般の動向
を明らかにしている研究はわが国で最初であるだけでなく、ドイツにおいても類例を見出
しがたく、その点で高い評価を与えることができる。
なお、論文の完成度をより高めるべく予備審査において改善が要求された諸点について
は現時点での最大限の努力がなされており、その結果、本論文においては、依拠している
史料の性格がより明示され、他に補強し得る史料が紹介され、先行研究のさらに幅広い検
討が施されて本論文の新しさがより明確とされ、また、ハンザ諸都市の商業・商人の実態
についてより広い視野からの具体的解明がさらに加えられている。
以上
